
 

済美高等学校 

校 長 郷 峰男 

住所 岐阜市正法寺町３３ 電話 058－271－0345 

 

１ 会の名称 済美高等学校学校評議員会（第２回） 

 

２ 会の構成 評議員 藤沢 昭男 厚見自治会連合会長 

後藤 勇 厚見中学校校長 

小川 克正 中部学院大学副学長 

田邉 博臣 済美高等学校ＰＴＡ会長 

藤  良寛 弁護士 

学校側 郷  峰男 校長 

吉田 洋造 副校長 

山本 俊樹 教頭 

酒井 寛 入試広報主事 

南谷 義光 男女共学部主事 

西島 麻里子 宗教主事 

早川 信彦 教務主任 

渡辺 龍一 生徒指導主事 

 

３ 学校評議員の職務 

校長の求めに応じて、学校運営について意見を述べる。 

（済美高等学校学校評議員会規程第 1 条第 2 項） 

 

４ 会の開催 ・日時 ２００９年１０月３１日（土）午前１０時３０分から午後１２時３０分 

・場所 小会議室 

・出席者 学校評議員３名と学校教職員５名 

 

５ 会の概要 

（１）校長挨拶 

・挨拶と御礼 



・第 1回では教科指導について授業を見学していただいた。 

 ・今回は学校行事として済美祭を見学していただきたい。 

 ・学校評価の中間評価をお願いしたい。 

  

（２）学校祭見学 

・校長室で校長の挨拶の後、展示場所を見学していただいた。 

・ステージ発表では 3年 6組の「オズの魔法使い」を参観していただいた。 

・チャリティーバザーの焼きそばを試食していただいた。 

 

 

 

（３） 評議員会 

① 開会の挨拶（校長） 

   学校行事の参観を通してのご意見をいただきたい。 

   教職員アンケート、授業評価により自己評価を行った。 

教職員アンケート、保護者アンケート、生徒アンケートや第 1 回評議員会、今回の参観

を通して中間評価をお願いしたい。 

② 議長の選出（学校評議員規程第７条３） 

学校側で進行することを了承。 

④ 議事協議（同規程第８条） 

 学校祭見学を終えての感想並びに方法・内容についてのご意見。 

 ご意見については別紙のとおり。 

⑤ 閉会の挨拶（校長） 

 

（４）事務連絡 

 次回は来年実施する予定であるが事前に日程調整をさせていただく。 



2009年度 第２回学校評議員会 

 

１ ねらい：学校行事（済美祭の学校祭部門）を見学していただき、成果及び問題点を指

摘していただき、今後の学校運営の改善に資する。 
 
２ 日 時：2009 年 10 月 31 日（土）  

10:30～10:35 校長挨拶、日程説明 
10:35～11:00 展示・ライフル射撃部練習場を見学 
11:00～11:40 ステージ発表「オズの魔法使い（3 年 6 組）」を見学 
11:45～12:10 学校評議員会 
12:10～12:30 昼食 

 
３ 場 所：小会議室 
 
４ 展示見学 

1 年 4 組「手作り小物大集合」、2 年 4 組「ハロウィン」、動画研究部「部活、ポスター

の展示」、科学部「人体の旅へようこそ」 
2 年 3 組「脳を活性化しよう」、3 年 2 組「これからの福祉社会」、2 年 1 組「ちぎり絵」 
1 年 2 組「地理の不思議」、1 年 1 組「理科の不思議」 
＊ライフル射撃部練習場 
 

５ ご意見 

  ・高校生と中学生の違いを感じ、中学校を基準に見ると高校生としての成長を感じる。 

  ・昔は中学校でもこのような感じであったが多くの中学では合唱や体育祭では団体種目の

みになってしまった。 

  ・展示について各クラスや部活動においてそれぞれがアイデアを出し合い、2 年生では修

学旅行から帰ってきたばかりというのに充実していた。 

  ・ステージ発表では担任も一緒に出られており思い出深いものとなったのではないか。 

  ・観客のマナーや反応が良かった。 

  ・初めての土曜日開催であり PTAとしてお礼を言いたい。 

  ・生徒の学習成果の発表の場となっており良かった。 

  ・1・2年に「襷」を渡してもらい来年度以降の成長を期待したい。 

  ・展示時間前の見学で生徒がおらず、どれだけの生徒が参加をしていたのかがわからない。 



  ・ステージ発表では連帯感が伝わった。 

  ・ステージ発表において発表クラスの切れ目では落ち着きがないと思われたが、いざ発表

が始まると静かになりマナーも良かった。 

  ・管理の問題もあると思うがもっと広く地域に開放しても良いのではないか。 

 

６ 評価にあたって校長からの補足 

学校運営 

・9 月 7 日の研修職員会議では自己評価を行った。校務分掌についてはＢ、Ｃが多かった

がＣがついている分掌の方が熱心に取り組んでいる。 

・先生の自己評価は評価規準が甘かったせいもあるのか、甘く出ている。 

・先生の自己評価についてはＣ、Ｄを見てもらいたい。 

・授業全体としては良くはなってきているものの個々細部についてはまだまだ課題がある。 

・生徒異動について 

目指す生徒像・先生像 

・多くは良くなっているが個々を細かく見ると問題もある。 

環境整備 

・南北 1、２階トイレの改修工事を行った。 

・残り一部と体育館の改修が必要である。 

・電子掲示システムの追加ハード工事を行った。 

・ＬＬ教室を自習室としてパソコン・ビデオの設置など、学校祭後に工事に取り掛かる。 

教員の資質向上 

・研修職員会議を 6月 2回、7月 1回（ＡＥＤ）、9月 1回の計 4回実施した。 

・教育センター、公開授業、若手研修を予定通り実施した。 

・学習指導要領の伝達講習をすべての教科で終えた。 

近況 

・7 月の全国模試では全国 3位（岐阜県 1位）となった生徒が共学部にいる。 

・全国大会出場はライフル射撃、新体操に続き陸上が追加となった。 

・バレーボールも東海大会出場を果たした。 

・各種コンクールにおいても成果をあげている。 

教科指導 

・年間指導計画を作成し、それに基づいて実施している。 

・ホームヘルパー、保育教養科、ビジネス教養科において中部学院大学と高大連携を行っ

ている。 



・公開授業をすべての教科で実施済み、またはこれから実施する。 

・若手研修会の第 2弾公開授業をできれば行いたい。 

その他 

・インフルエンザについて 2クラスを学級閉鎖としたが本日より出校している。 

 

７ 評議員からのご質問 

・公開授業とは何か。⇒校内において誰でもが自由に見学できる授業であり、研究授業は

テーマを設け指導案の作成も行うがそこまでのことはしない。 

・募集要項を見せてもらったが願書に参加証を貼付する欄があったがそれは何か。⇒夏の

体験学習、一日入学、個別情報相談会に参加した中学生は強く本校で学びたい思いの表

れであるのでそれを評価したい。 

 


